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人びとは突然，予告なく地震に襲われて，慣れ親しんだ日常・自明の世界か

ら，かつて体験したことのない異常な状況のなかに投げ込まれる．近親者の死，

自分自身のけが，家屋や財産の喪失，などなど，突然の異常な事態の意味を理

解・了解するいとまもなく，人びとは命の危険を避けるために，大小の避難所

や親族や知人の家に緊急避難する．

公共避難所や震災疎開の一部屋などで，人びとは異常が日常化するというか

たちで，ある程度の落ち着きを取り戻していく．避難生活といわれる段階はこ

こからはじまる．ここで重要な観点は，被災者は災害の打撃に打ちひしがれ，

なすところなく日を送る，というのではなく，その逆に，被災者はいわば「廃

墟のなかから立ちあがる」という事実である．地震の当日すでに，瓦礫の山と

なった自宅の前に立ちながら，新築なった自宅の姿を，そこにいたりつくため

の困難な過程をも覚悟しつつ，描き切った人も少なくない．被災者からみると，

避難生活の開始は，同時に，切なる願いとしての再建生活の実現へむかう第1

歩である．

避難生活は概念的には前後2つに区分できるだろう．地震で受けた身体や精

神の打撃を癒す期間と，再建にむけて行動する期間である．

避難生活の最初の課題は，さまざまな苦難，たとえば自宅修理や親族疎開な

どでの居住要因，人間関係の軋轢などの社会要因，収入や就業など経済要因な

どの悪化に耐えながら，被災者が体験した種々の異常な事件を，被災者自身が

相対化し客観化して了解することであろう．心身に受けた傷の快復を図る，災

害心理学でいう「癒し」の期間である．これに続いて生活の具体的な再建にむ

かって，これまた種々の困難な条件，たとえば土地の確保，再建資金の調達，

家族意志の統一などを実現していく段階がくる．そのうえで，自分と家族の専

有住居が確保・実現することで避難生活の段階は，ひとまずは終了する．

被災者すべてにとっての悲願ともいうべき生活の再建の過程は平坦ではなく，

一様でもない．とくに高齢者は体力，所得，資産などの点で劣位であり，外国

人は言語，生活習慣のちがいから生じる困難があるなど，避難生活が長期化し，

再建が遅々として進まない事態に陥っている．

第�部に収録した3本の論説は，避難生活といっても，都市と農村という地
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域特性，高齢者に焦点を当てたところでの年齢階層，また，地震後の時間的推

移などのちがいによって，それが遭遇する問題状況は多様である事実をあきら

かにしている．

第1章「北淡町富島住民の避難と再建」（辻）は，淡路島北淡町の避難生活を

論じて，犠牲者の救出と安否確認の早さなど，緊急対応では全国的に称賛され

たこの町が，その後の再建・復興過程においては大きな困難に陥っている様子

を述べている．都市計画の具体的な実施内容を巡って住民間に深刻な対立が生

じているにもかかわらず，この対立を克服する住民自治が機能していないから

である．緊急対応では有効にはたらいた住民特性が，再建・復興過程では逆に

障害に転化した事例である．

被災と再建の地域特性という主題に関連して，震災後1年目の時点で神戸市

鷹取で岩崎ら（1997）が行った「被災生活実態調査」は，被害の程度と心身へ

の影響，仕事と家計の状態，住居の権利状況，再建見通しなどについて調査し

て，苦難の実相と再建にともなう大きな困難について，簡潔だが確実なデータ

を与えてくれる．

第2章「被災高齢者の生活再建と地域の再生がもつ意味」（中西）は，都市部

としての神戸長田の一街区と農村（漁村）部としての北淡町富島の一街区を比

較しながら，とくに高齢者世帯にとっての地域社会の位置を検討している．緊

急段階における住民相互の救命，救助活動にはたした地域社会の重要な役割は

これまでも指摘されてきたが，この論文は再建・再生段階においても地域社会

が重要な役割を演じ続けていることをあきらかにしている．

災害弱者としての高齢者という主題については，浦野（1995）が災害研究の

豊富な知見にたって，理論的一般化を指向する立場から，緊急段階から復旧・

復興期の各段階に高齢者に現れる問題群を整理するとともに，各問題に対処す

る防災課題を提示している．

第3章「被災者の意識の展開と構造」（岩崎）は、被災者の意識の時間的推移

を総合的にとらえている。地震直後、その後の2週間、その後の2か月、その後

の半年、さらに2年から3年後の各段階について、筆者の長田区鷹取東への継続

的な調査を主軸に、心理学者、精神科医らの研究成果を織り込みながら叙述し
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ている。「ユートピア状態」とも呼ばれる時期から我の再表出、葛藤とあつれ

き、諦念と再起など、錯綜する被災者の内面世界をとらえ出そうとしている。

「行動性」「感受性」の軸と「積極的」「消極的」の軸などでこれらの意識諸モ

メントを構造的に把握しようとする試みも興味深いものがある。

こうしてみてくると，避難生活の具体的な内容は，種々の要因によって異な

った展開をたどっていることがわかる．他方，ほぼ同じ主題に関する複数のモ

ノグラフが蓄積されていることも確認できる．災害ないし防災社会学の構築に

むけた，これらの実証研究の一般化の作業が今後の課題となっている．
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